
２
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プ
討
論

２
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目
　
職
種
別
グ
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ー
プ
討
論

　
２
日
目
は
職
種
別
に
分
か
れ

グ
ル
ー
プ
討
論
を
お
こ
な
い
、

日
頃
の
業
務
の
悩
み
や
組
合
活

動
の
課
題
な
ど
話
し
合
い
ま
し

た
。（
以
下
抜
粋
）

● （
全
体
）
病
棟
削
減
の
原
因
と
し
て
、

人
員
不
足
や
患
者
数
の
減
少
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
現
場
で
は
高
齢
化

に
よ
り
業
務
負
担
は
減
っ
て
い
な

い
。
回
転
率
だ
け
で
な
く
、
患
者

に
寄
り
添
っ
た
医
療
の
提
供
も
評

価
し
て
ほ
し
い
。

● （
全
体
）
医
療
職
を
目
指
す
若
者

が
減
っ
て
お
り
、
特
に
厚
生
連
の

病
院
が
選
択
さ
れ
に
く
い
状
況
が

あ
る
。
病
院
を
選
択
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

● （
看
護
師
）看
護
師
不
足
は
深
刻
で
、

病
棟
再
編
等
で
人
員
を
確
保
し
て

い
る
も
の
の
、
絶
対
的
な
不
足
は

拡
大
し
て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｄ
Ｘ
の

導
入
に
よ
り
業
務
時
間
を
短
縮
し
、

職
員
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
提
案

が
さ
れ
た
。

● （
リ
ハ
ビ
リ
）
低
賃
金
問
題
の
解

決
の
た
め
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲
得

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
見
で
一

致
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
対
面

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
も
再
確
認
さ
れ
た
。

● （
Ｐ
Ｔ
）
資
格
取
得
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
不
足
、
病
院
ご
と
の
単
位

数
ノ
ル
マ
の
差
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
常
態
化
と
い
っ
た
課
題
が
共
有

さ
れ
た
。

● （
診
療
放
射
線
技
師
）
若
手
職
員

が
抱
え
る
問
題
を
相
談
し
や
す
い

よ
う
、
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
必

要
が
あ
る
。
賃
金
に
つ
い
て
は
、

職
種
別
手
当
で
は
な
く
医
療
職
全

体
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
求
め
る
こ

と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

● （
介
護
福
祉
士
）
処
遇
改
善
が
行

わ
れ
た
後
も
他
産
業
と
の
賃
金
格

差
が
依
然
と
し
て
大
き
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
、
待
遇
改
善
、
特
に
賃

金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
な
け
れ

ば
、
人
材
不
足
は
解
消
さ
れ
な
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

● （
事
務
職
）
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
関
す

る
情
報
共
有
が
行
わ
れ
た
。
特
に
、

長
野
県
で
は
長
ら
く
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
な
か
っ
た
が
、
他
県
で
は
３

年
連
続
で
実
施
さ
れ
て
い
る
例
も

あ
り
、
衝
撃
を
受
け
た
と
の
声
が

あ
っ
た
。

● （
相
談
業
務
他
）
厚
生
医
療
を
守

り
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
も
の

の
、
低
賃
金
や
働
き
方
改
革
の
中

で
人
材
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
現
状
が
共
有
さ
れ
た
。
他
支
部

の
具
体
的
な
改
善
活
動
が
参
考
に

な
っ
た
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

● （
臨
床
検
査
技
師
）
診
療
報
酬
制

度
上
、
検
査
を
増
や
す
ほ
ど
赤
字

に
な
る
構
造
的
な
問
題
や
、
パ
ー

ト
職
員
の
待
遇
の
低
さ
が
指
摘
さ

れ
た
。
タ
ス
ク
シ
フ
ト
が
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
現
状
も
課
題
と
し

て
挙
が
っ
て
い
る
。

● （
全
体
）
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、

急
性
期
拠
点
病
院
が
集
約
化
さ

れ
、
結
果
的
に
病
院
数
が
減
り
、

人
員
削
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

生
き
残
り
の
た
め
に
は
、
病
院
の

専
門
特
化
や
、
労
働
組
合
と
し
て

自
治
体
へ
の
補
助
金
要
請
活
動
の

必
要
性
も
確
認
さ
れ
た
。

に
見
劣
り
し
な
い
賃
金
体
系
の

構
築
が
急
務
で
あ
る
こ
と
や
、

全
国
の
病
院
の
約
７
割
が
赤
字

と
い
う
状
況
下
で
、
急
激
な
物

価
上
昇
や
人
件
費
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
診
療
報
酬
の

さ
ら
な
る
引
き
上
げ
が
不
可
欠

で
す
。

　
診
療
報
酬
は
６
月
改
定
と
な

る
た
め
、
春
闘
は
長
期
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
全
組
織
が
一
致

団
結
し
て
こ
の
春
闘
に
臨
み
ま

し
ょ
う
。

　
今
年
の
診
療
報
酬
は
プ
ラ
ス

改
定
で
あ
り
、
純
粋
な
意
味
で

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
果
た
す
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
全
組
織

が
「
べ
ア
獲
得
で
き
な
け
れ
ば

妥
結
し
な
い
」
と
い
う
覚
悟
で

交
渉
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

　
26
春
闘
は
、
物
価
高
騰
や
他

産
業
と
の
賃
金
格
差
拡
大
を
背

景
に
、
生
活
改
善
が
で
き
る
水

準
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
掲
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
生
活
実
感
で
の

不
足
額
は
４
・
７
万
円
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
医
療
・
介
護
業
界
が
将
来
に

わ
た
っ
て
選
ば
れ
る
職
業
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
他
産
業

エントリーで5千円相当
が当たる！！
（エントリーフォームは不定期配信）

意
気
高
く
こ
ぶ
し
を
あ
げ
る
参
加
者
た
ち

真剣に耳を傾ける参加者たち

　
25
秋
闘
で
は
10
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
、
41
年
ぶ
り
と
な
る

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
。
県

庁
や
市
町
村
会
へ
の
要
請
行
動

を
通
じ
て
、
診
療
報
酬
引
き
上

げ
の
必
要
性
に
つ
い
て
共
有
し

ま
し
た
。

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
各
都

道
府
県
や
市
町
村
、
行
政
担
当

者
に
直
接
働
き
か
け
、
医
療
・

介
護
の
危
機
的
状
況
を
可
視
化

す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

講演する東理事長

　
以
下
の
２
点
を
柱
と
す
る
統

一
要
求
書
を
提
出
す
る
よ
う
呼

び
か
け
ま
し
た
。

１
．
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
含
む
大

幅
賃
上
げ
の
実
施
、
働
き
方

な
ど
処
遇
改
善
に
よ
る
医

療
・
介
護
の
質
向
上
。

２
．
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の

信
頼
で
き
る
労
使
関
係
の
構

築
。

　
提
出
期
限
は
２
月
27
日
と
し
、

全
厚
労
と
各
道
県
委
員
長
の
連

名
で
提
出
し
ま
す
。

　
回
答
指
定
日
は
３
月
11
日
に

設
定
し
た
う
え
で
、
翌
３
月
12

日
を
統
一
行
動
日
と
し
、
全
国

で
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
す
こ

と
を
提
起
。
行
動
内
容
は
各
組

織
に
任
せ
て
い
ま
す
が
、
職
場

集
会
、
街
頭
宣
伝
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
発
信
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
物
価
高
騰
、
賃
金
格
差
、
人

材
流
出
、
病
床
削
減
圧
力
と
い

っ
た
課
題
を
共
有
し
、
診
療
・

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
と
臨
時

改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
自

治
体
と
共
同
で
国
に
迫
る
足
場

を
築
き
ま
し
た
。

　
住
民
と
の
対
話
や
署
名
活
動

を
通
じ
て
、「
医
療
は
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
」と
い
う
共
通
認
識
を
広

げ
、各
地
で
の
共
同
体
制
を
強

化
す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

講座25分です。ぜひご視聴を！

東公敏代表理事理事長
　医療は住民の
ものであるとい
うスローガンに
最もふさわしい
のが厚生連であ
り、労働組合も、
住民や農協と連
携して安心の地
域医療を共に創り上げていく活動に展
望を見出すべきだと語られました。戦
前から続く「患者と医療者が一体とな
って医療を創る」という厚生連の理念
に立ち返り、全国の仲間、そして地域
の農協と共に課題に立ち向かうよう呼
びかけ、講演を締めくくられました。

医療福祉における
「協同組合アイデンティティ」

日本文化厚生農業協同組合連合会

厚生連情報教育事業システム
「厚生連オンラインカレッジ」

学習講演

26春闘討論集会

未来につなぐ医療・介護へ未来につなぐ医療・介護へ
診療報酬プラス改定を受け診療報酬プラス改定を受け

登録キャンペーン登録キャンペーン登録キャンペーン登録キャンペーン

　
１
月
23
〜
24
日
、
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

に
て
全
厚
労
26
春
闘
討
論
集
会
を
開
催
し
（
参
加
者
１

１
５
名
、
内
全
厚
労
役
員
27
名
、
中
央
委
員
37
名
、
傍

聴
者
51
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
含
む
）
春
闘
を
闘
い

抜
く
べ
く
春
闘
方
針
を
賛
成
多
数
で
確
認
し
ま
し
た
。
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１１
月
号
の
ク
イ
ズ
答
え
は
「
ヒ
ノ
ヨ
ウ
ジ

ン
」
で
、
当
選
倍
率
は
４
倍
（
ク
イ
ズ
答
え
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年３月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　熊谷総合病院に勤務して４年目になる
理学療法士です。現在は循環器チームに
所属し、心疾患を抱える患者さん一人ひ
とりに寄り添ったリハビリテーションに取
り組んでいます。まだ目立った資格はあ
りませんが、日々の臨床を大切にしなが
ら勉学に励み、知識と技術の向上を目指
しています。
　組合活動については学ぶ途中ではあり
ますが、仲間とともに理解を深め、少し
ずつ関わりを広げていきたいと考えてい
ます。

　香川県滝宮総合病院で介護士として勤務
している久保勇樹です。今期より副執行委
員長をさせていただいています。日々、患
者さん一人ひとりに寄り添い、安心して療
養生活を送っていただけるよう心がけて業
務に取り組んでいます。
　趣味の釣りやキャンプ、バイクなどのアウ
トドアを楽しみながら、昨年子どもが生ま
れ家族が増えたことを励みに、「責任を持ち
しっかり働く」気持ちを大事しています。
　四役としてまだまだ未熟ですが少しでも
仲間の力になれるよう一層頑張っていきた
いと考えています。どうぞよろしくお願いい
たします。

 熊谷　茂木拓未さん

香川　久保勇樹さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第213回は熊谷・香川にお願い
しました。

　
６
月
に
非
正
規
職
員
も
組
合
に
加

入
で
き
る
よ
う
規
約
を
変
更
し
ま
し

た
。
徐
々
に
非
正
規
の
方
が
加
入
し

て
く
れ
、
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た

当
事
者
の
切
実
な
声
を
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
声

を
経
営
陣
や
国
に
届
け
て
い
き
た
い

で
す
！                        

（
長
野
）

―
―
今
ま
で
声
を
出
せ
な
か
っ
た
人

た
ち
を
仲
間
に
で
き
る
こ
と
は

大
き
な
力
で
す
。
医
療
業
界
全

体
で
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｈ
Ｔ
）

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
活
動
が
静
岡

の
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
は

多
く
の
人
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
各
新
聞
社

や
地
元
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
更
に
勢
い
を
つ
け
、
現
状

を
全
国
に
訴
え
続
け
る
活
動
の
継
続

が
必
要
だ
と
思
う
。           

（
岐
阜
）

―
―
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
取
り
組
み

は
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
賃
上
げ
に
向
け
て
み
ん
な

で
協
力
し
て
頑
張
っ
て
訴
え
ま

し
ょ
う
！               （
Ｋ
Ｕ
）

　
賃
上
げ
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
の
に

物
価
高
で
生
活
が
苦
し
く
、
大
変
で

す
。
地
域
の
医
療
は
ろ
う
そ
く
の
火

が
消
え
る
寸
前
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。                       

（
秋
田
）

―
―
そ
の
ろ
う
そ
く
の
火
を
絶
や
さ

ぬ
よ
う
に
逆
に
火
を
大
き
く
す

る
の
が
労
働
組
合
の
役
割
だ
と

思
い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。                   

（
Ａ
Ｋ
）

　
心
の
相
談
室
を
読
ん
で
、
わ
ざ
と

い
つ
も
よ
り
遠
い
店
に
行
く…

は
難

し
い
で
す
が
、
ス
ー
パ
ー
で
い
つ
も

よ
り
遠
い
駐
車
場
に
停
め
る
事
ぐ
ら

い
は
で
き
そ
う
で
す
。
自
分
へ
の
ご

褒
美
を
楽
し
み
に
、
こ
の
冬
は
頑
張

り
ま
す
。                       

（
富
山
）

―
―
私
も
運
動
不
足
解
消
に
夜
の
さ

ん
ぽ
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
サ

ボ
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す

が
、
少
し
で
も
体
を
動
か
す
と

気
分
が
良
い
で
す
ね
。 （
Ｅ
Ｎ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
診
療
報
酬
ア
ッ

プ
が
基
本
方
針
と

し
て
決
ま
っ
た
が
、

た
っ
た
数
パ
ー
セ

ン
ト
。
消
費
税
に

つ
い
て
も
依
然
と

し
て
患
者
へ
転
換

で
き
な
い
仕
組
み

の
ま
ま
。
食
料
品

な
ど
こ
こ
数
年
で

何
割
と
値
上
げ
に

な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
だ
。

現
状
維
持
が
大
変
な
の
に
、

国
は
今
回
の
方
針
で
病
院
収

益
が
回
復
し
職
員
の
賃
金
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
で
も
思

っ
て
い
る
の
か…
。（
Ｏ
Ｇ
）

【問題】全厚労・西日本ブロックが広島駅前で集めました。安心・安全の
医療・介護の実現のため夜勤規制と大幅増員を求める国会請願○○。

答え『し ょ □ □ 』
紙面をヒントに答え(4文字)を、右QRコードまたは下記あて先へお送りください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

要求書：組合員の要望する内容をまとめて書きつづった
文書。春闘等で経営者に提出する。
回答期限日：労働組合が要求書を提出し、この日までに
回答を行うよう求めた日。（回答指定日ともいいます）

労働組合用語集

　能登半島地震発生から２年が経過し、いまだ復興に
は程遠い現地の実態が報道されています。
　医労連共済だけでなく民間保険でも、火災の基本契
約だけでは地震被害への支払いはありません。被害が
火災によるものでも、その発生原因が地震の場合は火
災の基本契約だけでは対象外となります。万が一に備え
て火災共済には地震特約をつけることをお勧めします。
　地震特約の掛金は、火災共済の基本契約掛金と同額
になります。例えば、木造40坪の建物で満口加入の場合、
基本契約の月掛金は１千４百円で、地
震特約も１千４百円となります。全国
どこでも掛金は同額です。地震に関
わる保障は通常の火災と違って、全壊
の場合で１口３万円・建物と家財あわ
せて９百万円が限度額になります。

地震の備えも医労連共済地震の備えも医労連共済

春
闘
に
取
り
組
も
う

　
全
厚
労
三
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
２

月
６
日
、
福
島
県
・
郡
山
市
民

プ
ラ
ザ
で
「
26
年
春
闘
討
論
集

会
」
を
24
名
の
参
加
で
開
催
。

春
闘
方
針
や
要
求
づ
く
り
、
26

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
対
応
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

団
体
交
渉
に

   

向
け
て
参
考
に

　
各
道
県
か
ら
26
春
闘
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
。
春
闘
方

針
や
要
求
書
を
資
料
に
、
賃
金

改
善
、
夜
勤
負
担
軽
減
、
人
材

確
保
、
転
勤
等
の
課
題
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。「
専
門
資
格
に

対
す
る
資
格
手
当
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」「
一
定
の
年
齢

を
過
ぎ
る
と
定
期
昇
給
は
ス
ト

ッ
プ
す
る
の
か
、
一
時
金
は
減

額
さ
れ
る
の
か
」「
転
勤
の
内

示
日
は
い
つ
頃
な
の
か
」
な
ど

具
体
的
な
質
問
も
出
さ
れ
、
団

体
交
渉
の
参
考
に
な
っ
た
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
続
い
て
25
年
度
補
正
予
算
に

基
づ
く
「
医
療
・
介
護
等
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と

26
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
対
応
に
つ

い
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。
各
道
県

で
前
回
の
ベ
ア
評

価
料
を
用
い
た
処

遇
改
善
の
実
績
を

踏
ま
え
た
概
算
を

出
し
、
報
酬
改
定

で
26
年
度
及
び
27

年
度
に
３
・
２
％

分
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
求
め
て
い
く

こ
と
や
、
年
度
末
手
当
を
要
求

し
て
い
く
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
人
材
確
保
の
た
め
に
、

初
任
給
の
ア
ッ
プ
や
定
年
延
長

の
動
き
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

病
院
統
廃
合
へ
の

対
応
も

　
三
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
地
域

医
療
構
想
に
伴
う
病
院
の
統
廃

合
が
今
後
さ
ら
に
進
む
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
地
域
医

療
と
組
合
員
を
守
る
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
題

提
起
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的

な
解
決
策
は
今
後
の
検
討
課
題

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
厚
労
中

央
執
行
委
員
会
で
も
課
題
を
共

有
し
、
対
応
す
る
必
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。
最
後
に
各
道
県

が
春
闘
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
活
発

な
春
闘
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

論
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の

報
告
で
は
、
必
ず
賃
上
げ
を
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
で
勝
ち
取
る
と
の

決
意
表
明
や
、
深
刻
な
人
員
不

足
へ
の
対
応
策
、
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
と
労
働
の
両
立
可
能
な
環

境
づ
く
り
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
集
会
の
ま
と
め
で
松
田
副
執

行
委
員
長
は
、
全
厚
労
と
し
て

動
い
て
き
た
こ
と
を
活
か
し
、

「
ベ
ア
・
ベ
ア
・
ベ
ア
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
全
厚
労
一
致
団
結

し
て
26
春
闘
に
臨
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
全
厚
労
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
２
月
７
〜
８
日
、Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
Ｍ
広
島
駅
北
口
に
て
、
春
闘

討
論
集
会
を
開
催
。
鹿
児
島
の

オ
ブ
参
加
含
め
、
81
名
が
結
集

し
、
26
春
闘
へ
の
関
心
と
意
気

込
み
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
初
日
は
大
栗
陽
全
厚
労
書
記

長
が
41
年
ぶ
り
の
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
総
括
報
告
し
、
特
に
西

日
本
で
の
県
庁
要
請
行
動
等
の

詳
細
を
語
り
ま
し
た
。
次
に
岡

野
学
書
記
次
長
が
１
月
に
開
催

し
た
全
厚
労
春
闘
討
論
集
会
に

つ
い
て
、26
春
闘
方
針
を
説
明
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
の
賃
上
げ
と

全
厚
労
統
一
要
求
書
の
取
り
組

み
を
や
り
遂
げ
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

　
全
体
会
の
最
後
は
メ
デ
ィ
カ

ル
ウ
ェ
ー
ブ
（
街
頭
宣
伝
行

動
）。
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
松
田
純
一
副
執
行
委
員
長

が
、
行
動
提
起
を
行
い
、
広
島

駅
北
口
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
日
本
海
側
一
帯
で
大
雪

予
報
と
な
る
な
ど
、
全
国
的
な

寒
波
で
、
風
も
強
く
厳
し
い
寒

さ
で
し
た
が
、
30
分
間
の
宣
伝

行
動
を
や
り
切
り
ま
し
た
。
寒

さ
で
人
通
り
も
少
な
か
っ
た
で

す
が
、
そ
れ
で
も
各
県
か
ら
現

場
の
状
況
を
訴
え
る
リ
レ
ー
ト

ー
ク
を
元
気
よ
く
行
い
、
20
班

の
チ
ー
ム
で
70
筆
の
署
名
を
集

め
ま
し
た
。

　
翌
日
は
グ
ル
ー
プ
討
論
。
25

秋
闘
の
振
り
返
り
と
、
各
職
場

の
課
題
か
ら
26
春
闘
要
求
を
議

25
補
正
予
算
対
応
と

26
診
療
報
酬
改
定

病院統廃合問題等を報告する新潟・和田委員長（右）

今
シ
ー
ズ
ン
で
最
も
寒
い
と
言
わ
れ
る

中
、メ
デ
ィ
カ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
を
終
え
て

大
栗
書
記
長
が
２
ヶ
月
を
か
け
て
全
国

を
巡
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
報
告

全ての組織でベースアップ獲得の決意全ての組織でベースアップ獲得の決意

一
致
団
結
し
て

　ベ
ア・ベ
ア・ベ
ア
!!

一
致
団
結
し
て

　ベ
ア・ベ
ア・ベ
ア
!!

西日本ブロックでメディカルウェーブ実施西日本ブロックでメディカルウェーブ実施
西日本
ブロック

各
道
県
し
っ
か
り
と

地
域
医
療
守
る

各
道
県
し
っ
か
り
と

地
域
医
療
守
る

三北
ブロック

（3） 2026年２月20日 第542号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2026年２月20日 第542号全 厚 労 ニ ュ ー ス

　
先
日
、
大
学
生
の
患
者
さ

ん
が
２
社
内
定
を
も
ら
い
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
行
き
た
い
会
社

で
悩
ん
だ
揚
げ
句
、
断
腸
の
思

い
で
Ａ
社
を
辞
退
し
た
も
の
の
、

辞
退
し
た
直
後
に
「
人
生
を

間
違
え
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

激
し
い
後
悔
に
襲
わ
れ
、
数
カ

月
経
っ
た
今
も
そ
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
人
は
、
毎
日
、「
ど
ち
ら
を

選
ぶ
か
」
と
い
う
小
さ
な
決
断

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
昼
食

に
何
を
食
べ
る
か
、
転
職
す
る

か
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

ど
れ
に
も
共
通
す
る
の
は
後
悔

し
た
く
な
い
と
い
う
感
情
で
す
。

後
悔
と
は
、
も
し
別
の
選
択
を

し
て
い
た
ら
、
も
っ
と
よ
い
結

果
が
得
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
比
較
か
ら
得
ら
れ

る
感
情
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
学
生
の
よ
う
に
、

起
き
て
し
ま
っ
て
か
ら
の
後
悔

だ
け
で
な
く
、「
こ
れ
を
選
ん

だ
ら
後
悔
す
る
か
も
」
と
い
う

未
来
の
後
悔
の
先
取
り
も
あ
り

ま
す
。「
告
白
し
て
ふ
ら
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
も
、
予
想
後

悔
の
例
で
す
ね
。
予
想
後
悔
が

強
い
人
ほ
ど
リ
ス
ク
を
取
ら
ず

何
も
し
な
い
と
い
う
安
全
な
選

択
を
し
が
ち
で
す
。な
お
、
人
は
、

短
期
的
に
は
、
行
動
し
た
後

悔
が
強
く
、
長
期
的
に
は
行

動
し
な
か
っ
た
後
悔
が
残
り
や

す
い
よ
う
で
す
。

失
敗
な
ど
の
現
実

の
痛
み
は
時
間
と

と
も
に
消
え
て
い

き
ま
す
が
、
も
し

行
動
し
て
い
た
ら

と
い
う
後
悔
は
何
度
も
頭
の
中

で
再
生
さ
れ
や
す
い
の
で
、
後

悔
が
残
る
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
前
述
の
学
生
が
、
こ

の
先
ど
う
な
る
か
は
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
今
の
後
悔
は
、

そ
の
選
択
（
Ｂ
社
を
選
ん
だ
）

を
肯
定
で
き
る
材
料
が
ま
だ
そ

ろ
っ
て
い
な
い
か
ら
起
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。「
間
違
え
た
か
も

し
れ
な
い
人
生
」
を
生
き
て
い

る
の
で
は
な
く
、「
ま
だ
結
果

が
出
て
い
な
い
人
生
」
を
生
き

て
い
る
だ
け
で
す
。「
他
人
と

過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
自

分
と
未
来
は
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ぜ

ひ
こ
の
学
生
に
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

〝
後
悔
〞と
い
う
感
情
の
対
処
法 （

17
）

山本晴義先生

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室



当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１１
月
号
の
ク
イ
ズ
答
え
は
「
ヒ
ノ
ヨ
ウ
ジ

ン
」
で
、
当
選
倍
率
は
４
倍
（
ク
イ
ズ
答
え
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年３月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　熊谷総合病院に勤務して４年目になる
理学療法士です。現在は循環器チームに
所属し、心疾患を抱える患者さん一人ひ
とりに寄り添ったリハビリテーションに取
り組んでいます。まだ目立った資格はあ
りませんが、日々の臨床を大切にしなが
ら勉学に励み、知識と技術の向上を目指
しています。
　組合活動については学ぶ途中ではあり
ますが、仲間とともに理解を深め、少し
ずつ関わりを広げていきたいと考えてい
ます。

　香川県滝宮総合病院で介護士として勤務
している久保勇樹です。今期より副執行委
員長をさせていただいています。日々、患
者さん一人ひとりに寄り添い、安心して療
養生活を送っていただけるよう心がけて業
務に取り組んでいます。
　趣味の釣りやキャンプ、バイクなどのアウ
トドアを楽しみながら、昨年子どもが生ま
れ家族が増えたことを励みに、「責任を持ち
しっかり働く」気持ちを大事しています。
　四役としてまだまだ未熟ですが少しでも
仲間の力になれるよう一層頑張っていきた
いと考えています。どうぞよろしくお願いい
たします。

 熊谷　茂木拓未さん

香川　久保勇樹さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第213回は熊谷・香川にお願い
しました。

　
６
月
に
非
正
規
職
員
も
組
合
に
加

入
で
き
る
よ
う
規
約
を
変
更
し
ま
し

た
。
徐
々
に
非
正
規
の
方
が
加
入
し

て
く
れ
、
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た

当
事
者
の
切
実
な
声
を
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
声

を
経
営
陣
や
国
に
届
け
て
い
き
た
い

で
す
！                        

（
長
野
）

―
―
今
ま
で
声
を
出
せ
な
か
っ
た
人

た
ち
を
仲
間
に
で
き
る
こ
と
は

大
き
な
力
で
す
。
医
療
業
界
全

体
で
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｈ
Ｔ
）

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
活
動
が
静
岡

の
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
は

多
く
の
人
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
各
新
聞
社

や
地
元
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
更
に
勢
い
を
つ
け
、
現
状

を
全
国
に
訴
え
続
け
る
活
動
の
継
続

が
必
要
だ
と
思
う
。           

（
岐
阜
）

―
―
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
取
り
組
み

は
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
賃
上
げ
に
向
け
て
み
ん
な

で
協
力
し
て
頑
張
っ
て
訴
え
ま

し
ょ
う
！               （
Ｋ
Ｕ
）

　
賃
上
げ
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
の
に

物
価
高
で
生
活
が
苦
し
く
、
大
変
で

す
。
地
域
の
医
療
は
ろ
う
そ
く
の
火

が
消
え
る
寸
前
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。                       

（
秋
田
）

―
―
そ
の
ろ
う
そ
く
の
火
を
絶
や
さ

ぬ
よ
う
に
逆
に
火
を
大
き
く
す

る
の
が
労
働
組
合
の
役
割
だ
と

思
い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。                   

（
Ａ
Ｋ
）

　
心
の
相
談
室
を
読
ん
で
、
わ
ざ
と

い
つ
も
よ
り
遠
い
店
に
行
く…

は
難

し
い
で
す
が
、
ス
ー
パ
ー
で
い
つ
も

よ
り
遠
い
駐
車
場
に
停
め
る
事
ぐ
ら

い
は
で
き
そ
う
で
す
。
自
分
へ
の
ご

褒
美
を
楽
し
み
に
、
こ
の
冬
は
頑
張

り
ま
す
。                       

（
富
山
）

―
―
私
も
運
動
不
足
解
消
に
夜
の
さ

ん
ぽ
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
サ

ボ
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す

が
、
少
し
で
も
体
を
動
か
す
と

気
分
が
良
い
で
す
ね
。 （
Ｅ
Ｎ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
診
療
報
酬
ア
ッ

プ
が
基
本
方
針
と

し
て
決
ま
っ
た
が
、

た
っ
た
数
パ
ー
セ

ン
ト
。
消
費
税
に

つ
い
て
も
依
然
と

し
て
患
者
へ
転
換

で
き
な
い
仕
組
み

の
ま
ま
。
食
料
品

な
ど
こ
こ
数
年
で

何
割
と
値
上
げ
に

な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
だ
。

現
状
維
持
が
大
変
な
の
に
、

国
は
今
回
の
方
針
で
病
院
収

益
が
回
復
し
職
員
の
賃
金
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
で
も
思

っ
て
い
る
の
か…

。（
Ｏ
Ｇ
）

【問題】全厚労・西日本ブロックが広島駅前で集めました。安心・安全の
医療・介護の実現のため夜勤規制と大幅増員を求める国会請願○○。

答え『し ょ □ □ 』
紙面をヒントに答え(4文字)を、右QRコードまたは下記あて先へお送りください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

要求書：組合員の要望する内容をまとめて書きつづった
文書。春闘等で経営者に提出する。
回答期限日：労働組合が要求書を提出し、この日までに
回答を行うよう求めた日。（回答指定日ともいいます）

労働組合用語集

　能登半島地震発生から２年が経過し、いまだ復興に
は程遠い現地の実態が報道されています。
　医労連共済だけでなく民間保険でも、火災の基本契
約だけでは地震被害への支払いはありません。被害が
火災によるものでも、その発生原因が地震の場合は火
災の基本契約だけでは対象外となります。万が一に備え
て火災共済には地震特約をつけることをお勧めします。
　地震特約の掛金は、火災共済の基本契約掛金と同額
になります。例えば、木造40坪の建物で満口加入の場合、
基本契約の月掛金は１千４百円で、地
震特約も１千４百円となります。全国
どこでも掛金は同額です。地震に関
わる保障は通常の火災と違って、全壊
の場合で１口３万円・建物と家財あわ
せて９百万円が限度額になります。

地震の備えも医労連共済地震の備えも医労連共済

春
闘
に
取
り
組
も
う

　
全
厚
労
三
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
２

月
６
日
、
福
島
県
・
郡
山
市
民

プ
ラ
ザ
で
「
26
年
春
闘
討
論
集

会
」
を
24
名
の
参
加
で
開
催
。

春
闘
方
針
や
要
求
づ
く
り
、
26

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
対
応
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

団
体
交
渉
に

   

向
け
て
参
考
に

　
各
道
県
か
ら
26
春
闘
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
。
春
闘
方

針
や
要
求
書
を
資
料
に
、
賃
金

改
善
、
夜
勤
負
担
軽
減
、
人
材

確
保
、
転
勤
等
の
課
題
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。「
専
門
資
格
に

対
す
る
資
格
手
当
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」「
一
定
の
年
齢

を
過
ぎ
る
と
定
期
昇
給
は
ス
ト

ッ
プ
す
る
の
か
、
一
時
金
は
減

額
さ
れ
る
の
か
」「
転
勤
の
内

示
日
は
い
つ
頃
な
の
か
」
な
ど

具
体
的
な
質
問
も
出
さ
れ
、
団

体
交
渉
の
参
考
に
な
っ
た
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
続
い
て
25
年
度
補
正
予
算
に

基
づ
く
「
医
療
・
介
護
等
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と

26
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
対
応
に
つ

い
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。
各
道
県

で
前
回
の
ベ
ア
評

価
料
を
用
い
た
処

遇
改
善
の
実
績
を

踏
ま
え
た
概
算
を

出
し
、
報
酬
改
定

で
26
年
度
及
び
27

年
度
に
３
・
２
％

分
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
求
め
て
い
く

こ
と
や
、
年
度
末
手
当
を
要
求

し
て
い
く
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
人
材
確
保
の
た
め
に
、

初
任
給
の
ア
ッ
プ
や
定
年
延
長

の
動
き
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

病
院
統
廃
合
へ
の

対
応
も

　
三
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
地
域

医
療
構
想
に
伴
う
病
院
の
統
廃

合
が
今
後
さ
ら
に
進
む
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
地
域
医

療
と
組
合
員
を
守
る
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
題

提
起
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的

な
解
決
策
は
今
後
の
検
討
課
題

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
厚
労
中

央
執
行
委
員
会
で
も
課
題
を
共

有
し
、
対
応
す
る
必
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。
最
後
に
各
道
県

が
春
闘
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
活
発

な
春
闘
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

論
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の

報
告
で
は
、
必
ず
賃
上
げ
を
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
で
勝
ち
取
る
と
の

決
意
表
明
や
、
深
刻
な
人
員
不

足
へ
の
対
応
策
、
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
と
労
働
の
両
立
可
能
な
環

境
づ
く
り
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
集
会
の
ま
と
め
で
松
田
副
執

行
委
員
長
は
、
全
厚
労
と
し
て

動
い
て
き
た
こ
と
を
活
か
し
、

「
ベ
ア
・
ベ
ア
・
ベ
ア
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
全
厚
労
一
致
団
結

し
て
26
春
闘
に
臨
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
全
厚
労
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
２
月
７
〜
８
日
、Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
Ｍ
広
島
駅
北
口
に
て
、
春
闘

討
論
集
会
を
開
催
。
鹿
児
島
の

オ
ブ
参
加
含
め
、
81
名
が
結
集

し
、
26
春
闘
へ
の
関
心
と
意
気

込
み
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
初
日
は
大
栗
陽
全
厚
労
書
記

長
が
41
年
ぶ
り
の
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
総
括
報
告
し
、
特
に
西

日
本
で
の
県
庁
要
請
行
動
等
の

詳
細
を
語
り
ま
し
た
。
次
に
岡

野
学
書
記
次
長
が
１
月
に
開
催

し
た
全
厚
労
春
闘
討
論
集
会
に

つ
い
て
、26
春
闘
方
針
を
説
明
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
の
賃
上
げ
と

全
厚
労
統
一
要
求
書
の
取
り
組

み
を
や
り
遂
げ
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

　
全
体
会
の
最
後
は
メ
デ
ィ
カ

ル
ウ
ェ
ー
ブ
（
街
頭
宣
伝
行

動
）。
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
松
田
純
一
副
執
行
委
員
長

が
、
行
動
提
起
を
行
い
、
広
島

駅
北
口
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
日
本
海
側
一
帯
で
大
雪

予
報
と
な
る
な
ど
、
全
国
的
な

寒
波
で
、
風
も
強
く
厳
し
い
寒

さ
で
し
た
が
、
30
分
間
の
宣
伝

行
動
を
や
り
切
り
ま
し
た
。
寒

さ
で
人
通
り
も
少
な
か
っ
た
で

す
が
、
そ
れ
で
も
各
県
か
ら
現

場
の
状
況
を
訴
え
る
リ
レ
ー
ト

ー
ク
を
元
気
よ
く
行
い
、
20
班

の
チ
ー
ム
で
70
筆
の
署
名
を
集

め
ま
し
た
。

　
翌
日
は
グ
ル
ー
プ
討
論
。
25

秋
闘
の
振
り
返
り
と
、
各
職
場

の
課
題
か
ら
26
春
闘
要
求
を
議

25
補
正
予
算
対
応
と

26
診
療
報
酬
改
定

病院統廃合問題等を報告する新潟・和田委員長（右）

今
シ
ー
ズ
ン
で
最
も
寒
い
と
言
わ
れ
る

中
、メ
デ
ィ
カ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
を
終
え
て

大
栗
書
記
長
が
２
ヶ
月
を
か
け
て
全
国

を
巡
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
報
告

全ての組織でベースアップ獲得の決意全ての組織でベースアップ獲得の決意

一
致
団
結
し
て

　ベ
ア・ベ
ア・ベ
ア
!!

一
致
団
結
し
て

　ベ
ア・ベ
ア・ベ
ア
!!

西日本ブロックでメディカルウェーブ実施西日本ブロックでメディカルウェーブ実施
西日本
ブロック

各
道
県
し
っ
か
り
と

地
域
医
療
守
る

各
道
県
し
っ
か
り
と

地
域
医
療
守
る

三北
ブロック

（3） 2026年２月20日 第542号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2026年２月20日 第542号全 厚 労 ニ ュ ー ス

　
先
日
、
大
学
生
の
患
者
さ

ん
が
２
社
内
定
を
も
ら
い
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
行
き
た
い
会
社

で
悩
ん
だ
揚
げ
句
、
断
腸
の
思

い
で
Ａ
社
を
辞
退
し
た
も
の
の
、

辞
退
し
た
直
後
に
「
人
生
を

間
違
え
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

激
し
い
後
悔
に
襲
わ
れ
、
数
カ

月
経
っ
た
今
も
そ
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
人
は
、
毎
日
、「
ど
ち
ら
を

選
ぶ
か
」
と
い
う
小
さ
な
決
断

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
昼
食

に
何
を
食
べ
る
か
、
転
職
す
る

か
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

ど
れ
に
も
共
通
す
る
の
は
後
悔

し
た
く
な
い
と
い
う
感
情
で
す
。

後
悔
と
は
、
も
し
別
の
選
択
を

し
て
い
た
ら
、
も
っ
と
よ
い
結

果
が
得
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
比
較
か
ら
得
ら
れ

る
感
情
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
学
生
の
よ
う
に
、

起
き
て
し
ま
っ
て
か
ら
の
後
悔

だ
け
で
な
く
、「
こ
れ
を
選
ん

だ
ら
後
悔
す
る
か
も
」
と
い
う

未
来
の
後
悔
の
先
取
り
も
あ
り

ま
す
。「
告
白
し
て
ふ
ら
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
も
、
予
想
後

悔
の
例
で
す
ね
。
予
想
後
悔
が

強
い
人
ほ
ど
リ
ス
ク
を
取
ら
ず

何
も
し
な
い
と
い
う
安
全
な
選

択
を
し
が
ち
で
す
。な
お
、
人
は
、

短
期
的
に
は
、
行
動
し
た
後

悔
が
強
く
、
長
期
的
に
は
行

動
し
な
か
っ
た
後
悔
が
残
り
や

す
い
よ
う
で
す
。

失
敗
な
ど
の
現
実

の
痛
み
は
時
間
と

と
も
に
消
え
て
い

き
ま
す
が
、
も
し

行
動
し
て
い
た
ら

と
い
う
後
悔
は
何
度
も
頭
の
中

で
再
生
さ
れ
や
す
い
の
で
、
後

悔
が
残
る
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
前
述
の
学
生
が
、
こ

の
先
ど
う
な
る
か
は
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
今
の
後
悔
は
、

そ
の
選
択
（
Ｂ
社
を
選
ん
だ
）

を
肯
定
で
き
る
材
料
が
ま
だ
そ

ろ
っ
て
い
な
い
か
ら
起
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。「
間
違
え
た
か
も

し
れ
な
い
人
生
」
を
生
き
て
い

る
の
で
は
な
く
、「
ま
だ
結
果

が
出
て
い
な
い
人
生
」
を
生
き

て
い
る
だ
け
で
す
。「
他
人
と

過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
自

分
と
未
来
は
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ぜ

ひ
こ
の
学
生
に
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

〝
後
悔
〞と
い
う
感
情
の
対
処
法 （

17
）

山本晴義先生

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室

https://forms.gle/nTUtVFXEoyCUSjVXA


　
組
合
員
は
大
幅
な
賃
上
げ
を

望
ん
で
い
ま
す
。
26
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
の
「
今
の
職
場
で
特
に

不
満
に
感
じ
る
こ
と
」
で
最
も

票
を
集
め
た
の
が
昨
年
同
様

「
賃
金
が
安
い
」
と
い
う
項
目

で
し
た
。
職
員
の
賃
金
引
き
上

げ
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
の
定
着

や
離
職
防
止
、
新
入
職
員
獲
得

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
生
活
実
感
の
項
目
で
は
、「
か

な
り
苦
し
い
」
と
「
や
や
苦
し

い
」
の
合
計
値
は
前
年
度
よ
り

２
・
９
ポ
イ
ン
ト
、
５
年
間
で

約
１
２
・
８
％
も
上
昇
し
て
い

ま
す
。
食
費
、
光
熱
費
・
ガ
ソ

リ
ン
代
な
ど
、
物
価
高
が
家
計

を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
実
感
か
ら
月
の
賃
金
不

足
額
の
項
目
（
左
図
）
で
は
、

昨
年
４
万
５
千
円
を
超
え
ま
し

た
が
、
今
年
は
す
で
に
４
万
７

千
円
以
上
不
足
し
て
い
る
と
の

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
26
春
闘
の
賃
上
げ
要
求
額
も

３
万
５
千
円
を
超
え
て
い
ま
す

の
で
、
全
厚
労
平
均
で
賃
金
の

１
％
は
約
３
，
０
０
０
円
と
考

え
れ
ば
、
11
％
以
上
の
賃
上
げ

を
組
合
員
は
望
ん
で
い
る
こ
と

に
な
り
、
不
足
額
で
は
、
15
％

以
上
の
賃
上
げ
が
無
け
れ
ば
、

生
活
が
苦
し
い
ま
ま
と
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
月
の
時
間
外
労
働
の
平
均
」

「
40
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
」

「
月
の
賃
金
不
払
い
労
働
」
は

労
働
組
合
で
の
学
習
や
啓
発
運

動
、
働
き
方
改
革
の
浸
透
も
あ

り
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
職
員
一
人
が
担
う
仕
事

量
は
消
し
て
減
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
過
重
労
働

が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
医
療
・
介
護
現
場
か
ら
は

人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
が
後
を
絶
た
ず
、

現
場
は
限
界
ギ
リ
ギ
リ
で
何
と

か
ふ
ん
ば
っ
て
い
る
状
況
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
減
少
し

て
い
る
要
因
や
職
種
な
ど
を
職

場
ご
と
に
掴
み
、
さ
ら
な
る
労

働
時
間
の
短
縮
や
改
善
と
な
る

よ
う
、
組
合
か
ら
の
啓
発
や
学

習
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
。
不
払
い
労
働
は
１
分
で

も
「
賃
金
未
払
い
」
と
な
り
法

違
反
で
す
。
し
か
し
２
人
に
１

人
が
「
不
払
い
が
あ
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
使
用

者
側
に
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、

組
合
と
し
て
働
い
た
時
間
外
は

必
ず
請
求
す
る
よ
う
呼
び
か

け
、
会
側
へ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
た
め
自
主
的
な
調
査
や
請

求
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を

要
求
し
ま
し
ょ
う
。

 

　
政
府
に
対
す
る
要
求
で
、

最
も
重
視
し
た
い
も
の
を
13
の

選
択
肢
か
ら
３
つ
ま
で
選
ぶ
項

目
（
左
図
）
で
は
、
今
年
は
回

答
項
目
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
23
年
に
は
「
最
低
賃
金

引
上
げ
な
ど
」
の
項
目
が
最
多

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
「
医
療
・
介
護
な
ど
の
充
実
」

が
最
多
、
次
い
で
「
最
低
賃
金

引
上
げ
な
ど
」と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
23
年
か
ら
「
景
気
・
物

価
対
策
」
が
３
番
目
に
多
い
回

答
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
昨
年
よ
り
16
・
６
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
、
大
き
な
政
治
的
要
求

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
厚
労

　
２
月
６
日
、
東
京
都
千
代
田

区
大
手
町
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
て
全
国

厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
以
下
：
全
厚
連
）
と
の
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
全
厚
労
か
ら

は
四
役
５
名
、
全
厚
連
か
ら
は

管
理
部
・
滝
沢
洋
二
部
長
、
管

理
部
総
務
グ
ル
ー
プ
・
二
宮
健

太
氏
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
主
に
、
26
春
闘
で

は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
へ
の
賃
上
げ

　「
２
０
２
６
春
闘
・
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」

通
称・春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間
集
約（
１
／
16
時
点
１
０
，

７
６
０
回
収
）
を
掲
載
し
ま
す
。
春
闘
要
求
最
大
の
根
拠

で
あ
る
「
組
合
員
の
声
」
か
ら
現
場
実
態
を
つ
か
み
、
物

価
高
に
負
け
な
い
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

と
、
全
厚
労
統
一
要
求
書
へ
の

回
答
を
全
国
の
厚
生
連
に
促
す

こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
25
年
度
補
正
予
算
の
医
療
・

介
護
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
申

請
状
況
や
26
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
聞
く
と
、
補
正
予

算
に
つ
い
て
は
、「
取
り
漏
れ

の
無
い
よ
う
に
情
報
共
有
や
各

県
の
事
例
を
共
有
し
て
い
る
」

と
し
て
、
診
療
報
酬
に
つ
い
て

は
全
厚
連
も
要
請

し
て
き
た
成
果
と

し
つ
つ
、「
現
段

階
で
は
配
点
が
不

明
な
こ
と
や
、
手

術
件
数
と
配
置
基

準
の
関
係
、
重
症

度
と
看
護
必
要
度

が
ど
う
な
る
か
な

ど
見
極
め
る
。
新

た
な
地
域
医
療
構

想
で
人
口
10
万
人

毎
に
拠
点
病
院
を

集
約
す
る
と
い
う

厚
労
省
の
考
え
が

厚
生
連
に
と
っ
て

良
い
か
悪
い
か
見
極
め
て
要
望

を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
懇
談
で
は
他
に
も
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
課
題
や
、Ｄ
Ｐ

Ｃ
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
な
ど

様
々
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
26
診

療
報
酬
に
つ
い
て
は
お
互
い
の

立
場
で
要
請
を
行
っ
て
き
た
成

果
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
で
も

ま
だ
不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
共
通
の
認
識
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

15
％
以
上
の

賃
上
げ
が
必
要

人
員
不
足
と
過
重
労
働
の

改
善
ま
っ
た
な
し

病
院
へ
の
強
力
な

景
気・物
価
対
策
を
!!

全
厚
連
と
の
懇
談
で
ベ
ア
求
め
る

省
は
病
院
の
７
割
が
赤
字
と
公

表
し
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
医
業
収
益
の
増
加
は
み
ら

れ
る
も
の
の
、
物
価
の
上
昇
で

費
用
の
上
昇
の
方
が
大
き
い
こ

と
が
原
因
で
あ
り
、
医
療
・
介

護
労
働
者
の
賃
上
げ
を
困
難
に

す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
医
療
を
担
う
病
院

へ
の
「
景
気
・
物
価
対
策
」
は

急
務
で
あ
り
、
国
会
や
関
係
省

庁
へ
の
要
請
行
動
を
強
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
26
春
闘
の
最
重
要
課
題
は

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
の
賃
上
げ

獲
得
」
で
す
。
組
合
員
の
生
活

を
守
る
た
め
、
情
勢
や
ス
ト
ラ

イ
キ
配
置
の
学
習
を
進
め
る
と

共
に
、「
組
合
員
の
声
」
で
あ

る
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用

し
、
要
求
に
確
信
を
持
ち
交
渉

に
臨
み
ま
し
ょ
う
。
全
国
の
厚

生
連
労
組
が
団
結
し
て
26
春
闘

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

左・全厚労四役、右奥から滝沢氏・二宮氏

統一要求について説明する大栗書記長

15

25

35

45

55

65

￥39,000
￥41,000
￥43,000
￥45,000
￥47,000
￥49,000

26年25年24年23年22年

政府に対する要求

平均賃金不足額

26年25年24年23年22年
⑨医療・介護・保育・子育て支援の充実
④最低賃金引き上げ・全国一律制導入、地域間格差の解消、公契約法・条例制定、均等待遇の実現
③長時間労働の解消、労働安全衛生強化、裁量労働制の拡大反対
⑦景気・物価対策、中小企業振興

%

設問１-（３） 22年 23年 24年 25年 26年

平均賃金不足額 ¥41,050 ¥41,404 ¥44,344 ¥45,161 ¥47,136

設問４（％） 22年 23年 24年 25年 26年

⑨医療・介護・保育・子育て支
援の充実

49.3 43.6 53.5 42.7 60.6

④最低賃金引き上げ・全国
一律制導入、地域間格差
の解消、公契約法・条例制
定、均等待遇の実現

45.7 53.5 62.9 51.0 54.2

③長時間労働の解消、労働安
全衛生強化、裁量労働制
の拡大反対

33.4 34.4 33.2 24.8 26.3

⑦景気・物価対策、中小企業
振興

17.6 34.6 34.8 37.5 54.1

組合員の声が最大の要求!!組合員の声が最大の要求!!
全厚労26春闘アンケート中間集約（1/16時点10,760名）47,136円生活実感からの月の賃金不足額は平均

（4）2026年２月20日 第542号全 厚 労 ニ ュ ー ス


